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１５年史の発刊にあたって 

 

                           小平静和クラブ  

                 １５年史発刊編集長 

                        名取朝男 

 

 小平静和クラブは１９９６年４月創設ですので、この記念史が上梓される２０１

１年には１５年の歴史を綴ることになります。 

 この記念史は「投稿編」と「資料編」に分かれていま

すが、チーム創設時を思い返しますと、東京都民銀行Ｏ

Ｂの野球好きな人が集まり、銀行グラウンドを拠点とし

た活動で始まりました。 

 翌年の１９９７年には東京還暦野球連盟の２７番目の

チームとして加盟し、その後地域の野球愛好家にも門戸

を広げて多くの入部者を迎え、より一層充実したチーム

編成を果たし現在に至っております。 

１５年の記録をひもときますと、東還連での６回のリーグ優勝、全日本大会への

２回の出場、地方遠征では福島温泉大会、関東周辺の由緒ある記念大会への参加等、

其々に熱い思いがあります。 

帽子を取れば年齢を感じさせられる姿ではありますが、ユニフォームを着れば無邪

気な少年が勝利への道を求めている姿と同じであります。それは還暦を迎えた人達

の生き甲斐であり健康の秘訣かもしれません。 

高齢化時代を迎え還暦野球から古希野球へと、生涯現役を目指し、更には好きな

野球を通じてチームメイトとの親睦を深め、健康で楽しく過ごすことが私たちの目

的です。 

勿論、勝負の世界でありますので勝負へのこだわりも必要ですが、それだけでな

く一生懸命やることに意義を見出しています。 

この度１５年という一つの節目を迎えたことを契機とし、創設以来当チームに籍

を置き、チームとともに歩み活躍されてきた関係者、物故された方、体調を崩され

た方、チームを辞められた方等、その間の歴史の裏表を後世のメンバーに伝えてい

くことが、現チームメンバーの責務と考え記念史を発刊することにしました。 

過去を振り返りながら私達の次の世代までも｢小平静和クラブ｣が存続・発展する

ことを願い、更に後輩達が将来のチームを展望し、改革しながら活性化する為に、

歴史を知ってチームの潜在能力を見出す判断材料にもなりうるものをとの思いで

参考に供したいと思う次第です。 

 

発刊に際し資料の収集および原稿の作成、更には編纂に携わられご尽力いただき

ました方々に感謝し御礼申し上げます。 

 

 



 

小平静和クラブ 
 

１５年のあゆみ 

 

１.投稿編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（1）クラブ誕生から創世記 

 

                           小平静和クラブ  

                          代表・理事 本多照彦  

                      

 我が小平静和クラブ野球部は、昭和５７年保谷市(現西東京市)の高齢者事業団が

募集を始め、高齢者軟式野球倶楽部(現在の東京さざんか倶楽部)というチーム名で

東京都軟式野球連盟(以下東軟連)傘下になったことからスタートしている。 

 昭和６１年に８チームが東軟連傘下となり東京都還暦野球連盟が結成され、昭和

６２年６月から東軟連主催で上井草球場を主球場として大会が開催されることに

なった。 

そして平成７年にチーム数が１４になったことを契機に東軟連から独立し、今の

東京都還暦軟式野球連盟(以下東還連)が主催することになった。 

 こうした時の流れの中、前静和クラブ代表の田中秀一さんが当時所属していた東

京さざんか倶楽部(以下さざんか)で仲間集めとして「都民銀行」のＯＢとなる人達

に声を掛け６０歳を前に名取さん、長坂さん、鈴木さん達が練習に参加された。 

 私も平成６年に６０歳定年退職を機に選手登録をし、その後竹島さんが平成８年

に加わりリーグ戦の他、関東大会で準優勝する等、共にチームの中心選手としてプ

レーをしてきた。 

 その頃田中さんは定年後の仕事として東京都民銀行の小金井グラウンドの管理

をしておられたが、さざんかで同期生として一緒にプレーをしていた東さんが新チ

ーム｢朋友｣を立ち上げたことに刺激を受け、新たなチーム結成の為人数集めを始め

られた。 

 平成９年２月１０日と記憶しているが、都民銀行野球部のＯＢ会を神田クラブで

行い参加の機運を高める計画をしたが、上手なプレイヤーはゴルフに走っており

中々参加が得られず、都民銀行内の野球試合参加者や、テニスをしに来ている人達

にも対象の枠を広げざるを得なかった。 

しかしながら同年４月６日に顔合わせ会を小金井グラウンドで行ったが名簿は

５４名になり、チーム名を都民銀行ＯＢ会の「静和会」から頂戴し｢静和｣と名付け

新チームを誕生させ、小金井グランドで日曜日を主として練習を開始した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（都民銀行野球グランドにて） 



６月にはユニフォームが出来、試合も始められ、メンバーの出席率も向上し人員

が確定しつつあった。 

 翌年の平成１０年１月２３日の東還連会議に田中さんが代表として出席し、小金

井の小池代表、狛江の安恵代表、松野事務局長からの推薦を頂き、チーム登録が承

認され、３月１４日からの公式戦に参加することになった。 

 当時は全還連登録のチームが１２あり、その下のランク１８チームの内、登録順

でランク２６位(５部)スタートとなった。 

選手登録は都民銀行ＯＢ１９名(さざんかからは５名)の他、さざんかから３名と東

村山から１名が加わり、計２３名となった。 

とみん銀行当時の監督部長という経歴があったこともあり私が初代監督に付くこ

とになったが、都民銀行ＯＢが多いこともあり、試合は勝ちを念頭に厳しく当たら

せてもらった。結果５勝０敗で５部優勝し、秋は昇格し４部で戦うことになった。 

しかし親睦の観点から参加するチームメイトの全員がプレーするよう采配を求め

られ、秋は１勝２敗２分けの５位に低迷し、平成１１年度は降格し５部でのスター

トとなった。 

抜群のチーム力があったわけでなく、又都民銀行からの補充要員が還暦となること

を待たなければならないことから、地元周辺から選手を集めないと、先行き不安に

思われる状況の中で、栗原さん、桜井さんが移籍をしてくれ一息ついた。 

更に平成１３年に佐野さん、黒木さん、棟平さん、中島さんが登録、平成１４年に

は中里さん、森田さんの登録が得られ、「西部リーグ」と言う還暦前５８歳から教

育目的を理由づけに西地区でリーグ戦が開始されたことを契機に、藤枝さん、奥野

さん達の参加も得られ、ようやく明るい展望が見えるようになった。 

しかし、一方ではホームグラウンドの小金井グラウンドが売却されることになり、

平成１５年から使用できなくなったことは痛恨の極みであり、日々に練習場の手配

に苦労することとなった。 

平成１３年度には戦力が向上したこともあり、春は５部優勝、秋から４部、平成

１４年秋には２位となり３部昇格を果たすことが出来た。その時点で監督を竹島さ

んに引き継ぐことになったが、私が監督時代の公式戦は２７勝１３敗１０引き分け

という成績であり、自分としてはまずまず満足する結果と思えたし、小金井グラウ

ンドが自由に使用でき、日曜日には親善試合等が続けられたこと等は、勝率はとも

かく幸せな時代であった。 

練習や試合の後で小金井グラ

ウンドのクラブハウスで風呂上

がりのビールにソバ、時には鮨

(特に棟平さんからの差し入れ

の鮨は美味であった)と全く良

き時代を過ごせたことは、正に

ありがとうの感謝の一字であり

懐かしい思い出となっている。 

               （都民銀行クラブハウスで練習後の昼食タイム） 

  



 

 

 

(資料)平成９年時と平成１３年時の先発メンバー 

 

平成１１年４月３日公式戦 平成１３年３月３日親善試合 平成１３年３月１７日公式戦 

(対東久留米：昭島天神Ｇ） (対朋友：とみん小金井Ｇ） (対東村山：全生園Ｇ） 

 

  １番 児玉（７）   １番 児玉（７）→私市（９）   １番 野村（９） 

  ２番 紅林（Ｈ）   ２番 小野塚（６）   ２番 田中(信)（５） 

  ３番 竹島（６）   ３番 中島（５→１）   ３番 星野（３） 

  ４番 本多（５）   ４番 棟平（８）   ４番 棟平（８） 

  ５番 星野（１）   ５番 佐野（２→３）   ５番 竹島（６） 

  ６番 鈴木(９)   ６番 星野（３）→藤井（２）   ６番 中島（１） 

  ７番 滝沢（４）   ７番 名取（９→７）     ７番 佐野（２） 

  ８番 新井（３）   ８番 櫻井（１）→栗原（５）   ８番 櫻井（４） 

  ９番 藤井（２）   ９番 黒木（Ｈ）   ９番 木村（Ｈ）→黒木 

 １０番 名取（８）  １０番 木村（４）→田中(信）  １０番 名取（７） 

   

  ５対３で勝利   ４対２で負け   ４対０勝利(ノーヒットノーラン） 

   

   (登録２年目） 
(公式戦を前に例年朋友と親善試

合） 
     (上昇機運） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（2）小平静和クラブへエールを贈る 

 

東京さざんか倶楽部 

                         元代表 犬飼章治 

クラブ創立１５周年おめでとうございます。 

クラブ創立前の話になりますが、東京都民銀行の野球部で長年活躍されていた田中

秀一さんが同行を６０歳定年退職されることをきっかけに還暦野球を楽しもうと

当時の「保谷さざんか倶楽部」に加入されたのが昭和６２年でした。元都民銀行の

名捕手が参加されるということでさざんか倶楽部も大歓迎でした。 

お元気な田中さんが投手の球を大きな声で受けて頂いてチーム内にも活気が溢れ、

お陰で当倶楽部も安定したチームとなり選手一同大変喜んだものです。 

６２年当時は東京都還暦野球連盟加入のチームは、保谷・東村山・品川・狛江・東

久留米・八王子の６チームでした。還暦野球チームの公式戦は「東京都軟式野球連

盟」の主催の上井草球場で年２回の大会が行われ、還暦野球もようやく認められ一

人前に扱われるようになった時期でした。 

年２回の大会はトーナメント方式の為、最悪の場合は年２試合しかできないことも

あり、又チーム数も少なく練習も試合もままならない状態が続きました。 

平成７年になって東京都還暦軟式野球連盟参加のチーム数も１４チームと増え、よ

うやく「東京都軟式野球連盟」から独立した連盟となり、今日に至っている次第で

す。 

平成６年から都民銀行の定年退職を迎えた選手が次々と加入され、名取・本多・長

坂・竹島・真田・星野・鈴木さんと有能な方々の集まりでした。中でも本多・竹島

両選手はキャリアを積んだ野球のスペシャリストで、当倶楽部が「東還連」内で常

に１～２部リーグに籍を置くことが出来ましたのも都民銀行のメンバーのお陰だ

と感謝しております。 

又、思い出深い試合もあり、一緒に野球を楽しめたことは大変に有意義で、貴重な

思い出であります。 

しかし、平成９年には都民銀行で還暦野球部を結成したいというお話があり、銀行

としては待ちに待ったチャンスであり、さざんか倶楽部としても別れることは残念

と思いつつも、静和クラブの新たな門出として喜んで送り出すこととしました。 

静和クラブ結成後は素晴らしい銀行のグラウンドに何回も招待して頂き練習試合

のお相手をさせてもらいました。試合の後のクラブハウス内での一杯会も忘れ得ぬ

楽しい思い出でした。 

静和クラブは４部からスタートし、１部まで昇格した実績のある立派なチームです。

常に紳士的で品位を保ち、試合中もトラブルを起こさないという大変素晴らしい心

構えを持ったチームであると評価しております。 

今後の選手皆さんの努力次第ではまだまだ発展の可能性を十分秘めているとお見

受けします。 

これからも各チームの模範となるような素晴らしい試合を期待しております。頑張

ってください。 



（3）静和クラブ創立 15 周年特別座談会 

前監督と現監督に聞く 

   「山あり谷ありの 15 年」 

 

出席者  本多代表、竹島監督 

司会進行    編集委員 

   

 平成 9 年３月の静和クラブの創設から 15 年。記念史制作にあたり、名取編集委

員長を含む５人の委員が任命された。 

 ４月初旬、委員らを司会として、この 15 年間、チームのために尽力された前監

督で現代表の本多代表と竹島監督が加わり座談会を開催した。東京都還暦野球春秋

のリーグ戦や西部地区大会・Ｐリーグ、全国・地方の大会、運営上の楽しみや苦労

など、沢山の思い出を語り合った。 

（※ 文中、選手名の敬称は、省かせて頂きます） 

 

司会者 チーム創設 15年の記念史を発行します。20年という区切りもありますが、

記念史発行には今が最適な時期だと思いますが。 

本多代表 15 年の時点だって、もう記憶はあやふやだよ。 

竹島監督 20 年経つと創設時の人は 80 歳を超えちゃうね。 

 

本多代表 平成 17 年に、全国大会に出場した時の写真に 18 人写っているけれど、

今も在籍している選手は８人し

かいない。 

そのうちレギュラー取って 

いる人は、藤枝、秦の２人だ 

け。年が経つとともに顔ぶれ 

もどんどん変わる、そのサイ 

クルだね。 

司会者 記念史の発行について、思うことはありますか。 

本多代表 記念史の発行はとても喜ばし今後もやろうという計画なり企画はある 

のでしょうか？ 

司会者 節目々に発行できたらいいなとは思っています。今回から考えれば１５年 

後になりますが、クラブに６０歳で加入し１５年後と言えば７５歳ですか 

ら、その頃になるとメンバーは相当変わっているでしょうね。ところで記 

念史の表題は“小平静和クラブ 15 年のあゆみ”と考えておりますが、 

どうですか。 

本多代表 それでいいのでは。 

竹島監督 会則上では、当クラブは“静和クラブ”だけど、対外試合の登録名は 

“小平・静和クラブ”で登録するとなっている。だから全国大会に行っ 

ても“東京小平・静和クラブ”で登録されていることが多いね。 



司会者 東京都還暦野球連盟（東還連）の設立は何年で、静和クラブが加盟した 

のは何年でしょうか。 

本多代表 東京都で還暦野球チームが最初に創設されたのは、昭和 57 年の 

“保谷クラブ”（現・さざんかチーム）で、この年に“東村山チーム” 

も創設された。最初は東京都軟式野球連盟（東軟連）に加盟し、還暦 

野球チームは４チームだけで試合を行っていた。だんだんに加盟チーム 

が増えてきて、平成７年春には 14 チームになり、新しい連盟を作り 

ましょうということで、東軟連を出て東還連が作られた。静和クラブが 

東還連に加入したのは平成 10 年春です。 

司会者 東還連での静和クラブの登録番号は 27 番ですが、加盟順ということ 

ですか。 

本多代表 正式には 30 番目ですが、チーム番号を決める前に、チームが抜けたり 

チーム名の変更があったりしたので 27 番になりました。 

司会者 静和クラブ創設当時の登録メンバーを見ると、現在でもプレーを続けて 

いる人は６名です。クラブ創設からの歴史を見ると、平成 13 年春の５部 

から 16 年秋の１部までの上昇期、そして 19 年春の２部から 21 年秋の６ 

部降格とまさに「山あり谷あり」でした。このときの思い出や印象に残る 

ことは？ 

本多代表 平成 13 年春５部で全勝優勝して上昇気流に乗った訳だけれど、 

この年に登録された選手は黒木、棟平、中島で随分パワーアップされた。 

東村山チームから佐野も入ってきた。14 年には中里、森田、15 年は 

奥野、16 年は藤枝、林、広瀬、高橋と有望選手が次々と加入してくれ 

たことが、上昇の大きな要因です。投手では 11 年加入の星野、桜井が 

２枚看板で良く活躍したし、中島が投手、捕手、内野、外野とどこでも 

プレーできたのが大きかった。高橋も２年間は良かったし、村田も入っ 

てきた。選手に恵まれたね。 

竹島監督 その前の平成 10 年（４部）と 11 年（５部）にも優勝している。 

本多代表 選手の問題だけでなく、日曜日に何時でも、都民銀行のグラウンドが 

使えたという環境も大きかった。１月の早い段階から練習ができたから 

春はいつも強かった。 

竹島監督 15 年４月に都民銀行のグラウンドが閉鎖になるというので、４月 13 日 

に最後の練習をした。終わった後、外野の芝生で花見をして、野村さん 

中心に阿波踊りをやったりして、グラウンドのお別れ会をやった。 

司会者 本多代表はいつまで監督をやっていましたっけ。 

本多代表 創設時から平成 14 年秋４部で２位になった時までだね。翌年の春、 

３部に上がった時から竹島監督になった。16 年春に２部で２位になっ 

て秋には１部で４位、東還連 67 チーム中４位の成績で、西宮で行われ 

た全国大会にも出場して８位になった。 

司会者 19 年春２部６位から 21 年秋６部まで急降下した原因は何ですか？ 

本多代表 かつて在籍していたＭのようにプレイヤーとして優れたものを持って 

いても、トラブルも多いという人もいて、だんだんチーム内で浮いてき 



た。また春のリーグ戦で、大井のグラウンドで試合をしているとき、走

塁の仕方をめぐって、ベンチの中で取っ組みあいのけんかを始めた人と

かね。主審から「みっともないから、グラウンドの外でやりなさい」と

注意を受けてね。こうなると、もう試合どころではないですよ。結局、

この試合は引き分けだったね。負けなかったからよかったようなものの、

勝てる試合だったから、苦い思い出です。チームワークを乱すそういっ

た人には結果的に辞めてもらった。そのほかにも投手の高橋、捕手の村

田が抜けて、故障者では広瀬、中島、奥野と続いた。戦力が大幅に落ち

ましたね。 

司会者 他のチームに移るということは、静和クラブの運営に何か問題がある 

ということなのでしょうか。 

本多代表 チーム運営の問題というよりも、ちょっとしたことがきっかけで、采配 

やチームメイトが嫌になり、我慢できないということだろうね。あと昔 

のチームメイトから呼ばれて、ほかへ移っていくという人もいる。 

竹島監督 うちのチームを出て、さらに６チーム変わった人もいる。 

“強豪チームに不可欠なもの” 

司会者 栄枯盛衰の原因は、バッテリーですか？ 

本多代表 その通りだと思う。良いバッテリーが入ってきたチームは強くなる。 

投手のことを言うと、平成 11 年に桜井が登録になっているけど、桜井 

は、もともとは内野手だったコントロールが良いので投げてもらったら 

打たせて取るピッチャーとして通用した。星野も投げたし、中島はその 

あと 13 年登録でスピードのある良い球を投げノーヒットノーランをや

るなど活躍していた。そのあとは中村が投げた。 

竹島監督 それから高橋でその後、秦が入ってきた。秦はずっとリリーフで投げて 

いたが、６部まで落ちたので先発に代わってもらった。19 年は工藤が、 

20 年には村田博が入ってきた。 

本多代表 捕手では村田のあと中島がやり、佐藤、谷口になった。中島は 18 年秋 

ころから故障しがちで、腰や膝を痛めた。でも、故障を克服しては復活 

して随分頑張ってくれた。良い選手だから、１日も早い復活を期待した 

いね。 

司会者 21 年秋の 6部より再び上昇期に入りました。 

本多代表 21 年秋は６部、東還連 42 位にまで落ちたが、それから秦が頑張って 

くれた。 

竹島監督 塩見、横山、鐘江、赤木、稲垣が入って故障者を補い、それぞれ活躍し 

ている。ようやく選手が固まってきた。ねずみ年生まれの選手も増えた 

ね。でも、まだまだ選手は欲しい。 

本多代表 レギュラー選手と控え選手の実力差が大きい。でもずいぶん若返ってき 

て、チームワークに必要な性格の良い選手が多くなった。 

司会者 強くなるためには良い選手を集めなければならない。選手の募集とその 

苦労は？ 

竹島監督 選手集めには色々な手法があるけど、小平市報で入った人は塩見、鐘江 



がいる。塩見は奥さんが市報を本人に見せて、黒木に連絡し入会した。 

その紹介で工藤、赤木が入り、鐘江の紹介で大学の後輩の稲垣が入って

きた。２人の話によるともう少し後輩を紹介してもらえそうだ。市報に

募集の広告を出すのにもタイミングがあり、それを掴むのが難しい。今、

黒木に頼んでいるが６月号くらいには載せてもらえそうだ。黒木は中央

スポーツの紹介で、静和クラブ前代表の田中さんが自宅に行き勧誘した。

黒木から紹介されて棟平、佐藤が入会している。佐藤の話によると他か

らも勧誘を受けていて、そちらに入る予定だったけれど、静和のしつこ

さに負けたって(笑)。市報や新たに開設したチームのホームページ、そ

れと今回作る記念誌も勧誘の有力な手段になる。でも、在籍している選

手からの繋がりによる呼び込みが一番強い。選手を見つけて連れてくる

というのを皆なで大事にしていかないと。 

本多代表 とにかく良いチームにして、みんなが楽しめるチームにしていかないと 

いけないね。 

司会者 練習グラウンド確保の苦労は？ 

竹島監督 都の職員の立場で村田博が積極的に土・日を確保してくれるので、 

とても助かっている。平成 23 年から柳泉園は土・日は地元開放で、我々 

のチームは使えない。小金井公園グラウンドも土曜日は抽選になる。 

平日はなんとか確保できるが、土曜日は難しい。 

司会者 専用グラウンドを持っているチームがあれば、定期的にそのチームと 

練習試合ができますね。 

本多代表 専用グラウンドを持っているチームはないね。でも、グラウンド主権者 

というのがあり、そういうところは年間契約で優先的に使っている。 

昭島、立川、日野、府中、雷塚のグラウンドは主権者チームが決まって 

おり、年間契約で日数と利用時間まで決まっている。こういった主権者 

チームに申し込んで練習試合をしている。昭島が強いのはグラウンドが 

あり、練習から本大会まで同じグラウンドでできる強みがある。 

司会者 小平市営のグラウンドであまり練習はしないが、定期的に使うのは難し 

いのか。 

竹島監督 小平市のグラウンドには主権者などの特例がないし、グラウンドも良く 

ない。萩山のように管理人のうるさいところもある。田無にある西東京 

の市営グラウンドも、平日は取れるけど土日はダメだね。府中市の郷土 

の森に申し込んでみようと考えている。だめだったとしても府中のチー

ムに練習試合を申し込むつもりだ。やはりグラウンドのあるチームと仲

良くして、親善試合をするしかない。日野、昭島などは申し込めばかな 

り受けてくれる。お互い監督が古希だし、酒も好きだから。でも別途、

飲み代は掛かるよ (笑)。 

司会者 グラウンドについては今後まだ課題が残りますね。遠征試合や各大会に 

ついてお聞きします。 

本多代表 静和クラブが実力も付き東還連の１部に上がって、本格的なグラウンド 

でも試合が出来るという資格もとれた。年を取っても本格的グラウンド 



で試合ができる機会が欲しかった。そこでこの年に全国還暦野球連盟 

（全還連）に加入した。そうしたら足利大会があり、早速、開催地で宿

泊し参加した。でも、開催時期が５月の大型連休中だったため、翌年か

らは選手の都合が合わず参加を取りやめた。 

司会者 伊勢崎大会には出場していますね。 

本多代表 伊勢崎大会が始まったのは平成 17 年からで、東京から何チームか出場 

して欲しいという要請がきた。最初“京葉チーム”が出場し３年連続で 

優勝したので次からは出ないから、代わりに東還連から２チーム出場し 

てくれということになった。そこで平成 20 年第４回大会から、静和ク 

ラブが参加することにした。８月の暑い時期の平日の大会だった。初参

加にもかかわらず、一番良いグラウンドで試合をさせてもらったね。セ

ンターのスコアボードに選手の名前が載り、守備と攻撃のときに、名前

をコールしてくれる。「あのスコアボードの写真撮れませんかね」とい

う選手もいた。この大会には以後３年続けて出場している。 

司会者 飯坂温泉大会でも選手コールはしてくれましたね。飯坂温泉大会参加の 

経緯と思い出はありますか。 

竹島監督 西宮で開催された全日本還暦野球大会で８位になった時、準々決勝で負 

けた相手が福島県代表チームだった。試合後に相手チームの監督と話し 

ていた時、福島市で開かれる飯坂温泉大会の趣旨を説明されて参加を促 

された。温泉にも入れるから、年１回のクラブのレクレーションも兼ね 

て参加も良いかな、と思って選手に聞いてみると「参加してもいい」と 

いう人が多い。そういうわけで、平成 19 年第 11 回大会から参加した。 

 

“猛暑の飯坂温泉大会 

           念願の球団旗制作？“ 

 

司会者 気温が 38 度超というすごく暑い大会がありましたね。 

竹島監督 第１回目の参加の時だね。テレビで「今年１番の暑さ」といって 38 度 

あった土曜日の試合に勝ち、翌日になるとさらに暑かった。ベンチから 

外野を見ると陽炎の様なものが、たっていてセンターの選手が霞んで見 

えた。開催が７月や 8月だから、熱中症予防のために毎試合、氷をたく 

さん用意している。それからテレビで面白い番組があって、飯坂温泉の 

お湯の熱さを話題にしていたけど温泉も熱いよね。 

司会者 飯坂温泉地元のグラウンドは、ほかと比べるとやや劣りますね。 

竹島監督 昔は良かったですよ。昭和 29 年の高校野球福島県大会の県予選はあの 

球場でやったので、私にとっての思い出の球場だね。現在では福島市や 

隣の町に良い球場が沢山できた。静和クラブでも４年続けて参加し、 

球場もいろんなところでやっている。グラウンドでのウグイス嬢の選手 

コールも良いよ。 

司会者 「１番バッター○○君～」なんて名前を呼ばれると若返った気がするし 

気合いが入りますね。飯坂温泉大会に東京からはどこか参加していたの 



ですか。 

竹島監督 静和クラブが最初だね。静和の紹介で“東京ムサシクラブ”が平成 21 年

から参加した。東北６県に茨城、埼玉、栃木、東京のチームが参加して

いる。 

司会者 勝ち進むと相当ハードな連戦試合になりますね。 

竹島監督 平成 21 年がそうだった。土曜日に初戦を勝って、日曜日午前の試合も 

勝った。午後からの試合６対１で負けていたのを、５回２死から８連打 

で６対６に追いついた。相手のピッチャーは地元では結構有名な良い 

ピッチャーだから、相手のベンチも相当動揺していたね。 

本多代表 宿泊先“新亀”の美人女将も、我々の昼食弁当を差し入れして応援して 

くれ、ベンチも客席も凄く盛り上がった。その晩東京へ帰らなければな 

らない選手も大勢いた。 

竹島監督 でも、次の回、相手にすぐ７点とられて万事休す。もし勝っていたら 

次の日は準決勝と決勝だったからね。飯坂温泉の大会で稲垣は８打席連 

続安打だったけれど、もしかすると大会記録に残ったかもしれない。 

アキレス腱も切ったけどね(笑)。遠征は選手全員参加するわけでないか 

らベストメンバーが組めない、それが難しいところです。 

司会者 平成 23 年の大会と東日本大震災の影響はどうですか。 

竹島監督 平成 23 年は開催が５月に変更になり、春のリーグ戦と重なるため断 

     った。参加主力は東北６県だけど、地震の被害は甚大で、しかも原子力 

発電所は福島県で開催地と同じ県内。参加チームもそれどころではなく 

大会も中止になった。茨城県から参加している“東海プラザチーム”は 

津波の被害が大きく、代表とも連絡がとれていないようだ。“新亀”に 

も原発から避難してきている家族が数組泊っている。 

司会者 大変ですよね、被災者の皆様がんばってください。ところで、大会に 

東京都代表で出るには資格や理事会の承認が必要なのですか？ 

本多代表 全還連に加盟しているチームは東還連で 28 チームある。加盟チーム 

だけの会議が別途開かれ、理事会で今年の開催試合が発表される。春と 

秋の１部優勝チームは、全日本大会出場がノルマになる。伊勢崎大会や 

飯坂温泉大会等の選抜の方は、出場したいチームは参加を申し出れば出 

られる。出場できるチームは全日本で４チーム、選抜の方は３チームで 

出場要請は絶えずある。大会の開催場所によって参加したいチーム数も 

変わってくる。参加したくなければ黙っていれば良い。その代わり、 

参加・不参加にかかわらず、加盟金２万円は支払わなければならない。 

竹島監督 今年の全日本大会開催地は宮崎県ですね。 

本多代表 選抜は大阪だけど、３チームの要請に対して１チームしか参加希望が 

ない。 

司会者 地方への遠征は費用が大変です。西宮での全日本大会の時は４泊して、 

参加者から１人４万円を集めたが、全然足りなくて、代表にお願いして 

数十万円を借りましたね。返済するのにずいぶん時間が経ちましたけど 

(笑)。寄付金も 45 万円くらい集まりましたね。元の勤務先とか、代表 



監督、佐藤、黒木、中央スポーツから寄付してもらいました。18 人で 

４泊したのですから。 

本多代表 京葉が優勝したときにチームの代表から聞いたけれど、200 万円超掛か 

ったそうです。チームの代表が自分でスポンサーになったらしい。 

竹島監督 遠征は費用が掛かるよね。例えば飯坂温泉大会で決勝まで行くと、 

３泊することになる。１人１泊１万円、車で行ったとしても交通費は 

１人１万円、最低で４万円掛かるけどこれだけでは済まない。西宮の 

全日本大会のときも夜は大阪市内に遊びに行って、道頓堀の“カニ道楽” 

に行きあと２軒くらい行った人もいた。もちろん遊びの分は自費だけど。 

本多代表 金額的に適当なところという 

と、足利だとか伊勢崎の大会に 

なるだろう。しかし、１回 

エントリーして次回に出場し 

ないと、他のチームがエントリ 

ーして空きがなくなるから、 

それから先は出場が難しくな 

る。 

司会者 お金が掛かることだけに、大会の 

選択も難しいですね。次もお金の 

絡む重要課題です。各大会に出るとなると「球団旗」は作りたいですね？ 

竹島監督 検討中でサンプルは２種類作ってある。ただ実際に作るとなると資金の 

問題があり、大きさや色を何種類使うかによって価格もずいぶん変 

わってくる。大きさでいうと縦90センチ横150センチくらいは欲しい。

デザインでは、小平市に関係のある図柄を取り入れたい。生地によって

値段もずいぶん違ってくる。安い物にしてしまうと、雨に濡れたり年数

が経ったりすると、よれよれになってしまうから、作るならばしっかり

とした良い物を作りたい。 

司会者 デザインさえ決まれば、それ以外のことは乗り越えられるのではないで 

すか。金額面でも 15 万円くらいならば、メンバーが 34 人いるのだから 

１人あたりの負担はそれほど大きくはない。できれば早く作って、記念 

史の表紙を球団旗で飾りたいと思っています。全日本大会ではどのくら 

いのチームが球団旗を持っていましたか？ 

竹島監督 7 割程度かな、相当持っていた。うちも球団旗がないので小平市役所か 

ら市の旗を借りて行ったけど。飯坂温泉大会でも８割くらいのチームが 

持って来る。球団旗ができると旗を誇らしげに掲げられるような全国規 

模の大会に出なければならないだろうし、大会に出場する意義も変わっ 

てくる。どんな球団旗を作るか、中央スポーツや旗の専門店に行って話 

を聞いてみるか、雑誌やインターネットで調べればサンプルもあるかも 

知れない。「作る」という方向で、色々なところに当たってみましょう。 

司会者 話はつきませんが、そろそろ時間となりました。有意義なお話を伺い 

ありがとうございました。 



（4）全日本大会への挑戦 

             （球友に寄せて） 

 

 

小平静和クラブ 

                 元主将木村次男 

  

小平静和クラブ結成１５周年おめでとうございます。 

小生在籍約１３年、その間多くの皆様に大変お世話になりました。本史を借りて厚

く御礼申し上げます。 

 記念史発行に際し、編集責任者の名取さんから寄稿の依頼がありましたのは確か

３月５日頃かと思います。 

 私が全日本大会に主将として参加した時の思い出を綴って欲しいとのお話で、私

なりに当時の記憶をたどってみたいと思います。 

それは平成１７年１０月の第２１回阪神・淡路大震災復興１０周年記念の全日本大

会出場のことです。 

 しかし、その矢先のこの度の東日本大震災・大津波の発生です。この未曾有の大

災害にしばらくは筆を取る気にもなれず、かといってこの大惨事に触れないわけに

は参りません。 

それと言うのも本大会の３回戦の相手が「宮古名球会」、そして４回戦の相手が

「福島シルバークラブ」と今回の被災地のチームだったからです。 

 大変心が痛みます。ただ皆さんの無事を祈るのみです。 

 さて本題の全日本大会を主将の目を通して振り返って、思い出やエピソードをい

くつか拾ってみたいと思います。 

 我が小平静和クラブは東還連１部の４位と言う成績でしたので、果たして全日本

大会で通用するのか正直なところ心配でした。 

 しかし結果は全員一丸となって健闘し、当初の目標の１勝にとどまらず、３勝を

挙げることが出来、大満足でした。 

試合経過は、前半リードされながら後半追いつき引き分けとなり、抽選勝ちとい

うきわどいものでしたが、各チームの実力差はほとんどなかったと記憶しています。 

エピソードの一つは、私のジャンケン運が強かったことで、４試合とも全て勝ち、

意図通りの後攻めが取れたこと。 

二つ目は、抽選勝ちを告げられた時の竹島監督の顔です。全く無表情で遠目には

選手全員が「ダメ」だと思いましたが、ベンチに戻り「勝った」と一言その言葉を

聞いた時は本当に嬉しかったこと。 

三つ目は、現在チームのエースとして活躍中の秦さんが未登録にも拘らず応援参

加してくれ有難かったこと。また、棟平さんの案内で大阪の繁華街へ繰り出し、大

いに飲み歩いたこと等が懐かしく思い出されます。 

月並みな言葉ですが、チームワークの大切さを改めて感じた全日本大会でした。 



 是非、チームが再び全日本大会への出場を果たし、晴れの舞台を皆様にも味わっ

て頂きたいと思います。 

 終わりに、今後もチームが本多代表のもと一つにまとまり、仲良く全員が野球人

生を全うされることを心より祈念し、筆を置きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（全日本還暦軟式野球選手権出場） 

 

 

 

（第２１回全国大会出場者：於西宮） 

 

 

     本多照彦、竹島賢二、名取朝男、木村次男、児玉啓、鈴木良和 

     中島篤司、岡部敏彦、黒木勇、棟平久雄、藤枝栄八、林柾憲 

     高橋喜一、野村次郎、秦幸男、奥野忠秀、中里尚右、村田満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（5）いつまで経っても野球好き 

 

 

元小平静和クラブ 

瀬戸健次 

 

私が静和クラブへ入部したのは、３３年間勤めた農水省を退職し、その後青梅市

にあった民間研究所に１０数年勤めた後、退職してからさらに数年経った頃のこと

である。 

その１年程前に、行きつけのスペイン料理店での飲みながらの話の中で、“野球

をやりたいな”と言ったところ、店主も昔少年野球の指導をしていたらしく、又常

連の中にも野球好きが何人かおり、それではチームを作ろうということになった。

老若混合のチームであったが、日曜ごとに小平中央公園に集まり練習をしていた。 

ある朝、その頃東村山ライパースに所属し、水曜日ごとに静和クラブの練習に参

加していた佐野和久さん（その後静和クラブに移籍してきたが数年でライパースに

復帰し、現在は小金井）が通りかかり、都民銀行のグラウンドで練習を行っている

還暦野球チームがあるので一緒しませんかと誘われたのがきっかけであった。 

初めてそのグラウンドに行ったとき、専属のグラウンドキーパーによって整備さ

れた二面の野球場、テニスコート、クラブハウス等、何とも恵まれた環境で野球を

するとは、なんて贅沢な、と驚いたものだった。 

そこで見たのは皆さん還暦の年の割には非常に身体の動きが素早く若々しかっ

たことで、特に私と同世代であった栗原さん（故人）の動きには驚かされた。正確

なグラブさばき、ワンバウンドでの正確な送球等、目を見張らされるものがあった。

その他にも何人か目立った動きの選手に気をひかれたものであった。 

初めて練習に参加し、快く（？）入団も認められ、とても嬉しかったことを今で

も思い出す。 

何分にも農水省の野球チームを離れてから１０数年、６０歳半ばを過ぎてからの

ことでもあり、体力、特に肩の衰えは如何ともし難く、ご迷惑をお掛けするのでは

ないかと思ったりしたものであった。 

それでも和気藹藹での練習の

後、クラブハウスで一風呂浴びた

後、ビールを飲んで帰るのはとて

も楽しかった。 

その後、昨年末に満８１歳で退

団するまで１０数年に亘り、何ら

実績も残せませんでしたが、何と

か野球を楽しめたのは、偏にチー

ムメンバーのご厚意と労りによる

ものと感謝している。 



この間メンバーは色々変わったが、球団代表の田中さんを除けば私が常に最長老

であったため、又とんでもない病気に罹ったりした為、監督はじめ皆さんには色々

気苦労をさせたのではと危惧している。退団はしたが野球を完全に辞めた訳ではな

く、以前からやっている近所のチームで女性メンバー等を相手のキャッチボール程

度は、身体が動く限りは続けていこうと思っている。 

これからも時には皆さんの活躍ぶりを拝見させて頂こうと思っており、スケジュ

ール表も頂いているので、近場で試合がある時には顔を出そうと思っている。その

節にはよろしく。 

 

皆さんの活躍を期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（6）飯坂温泉に集う 

 

                            小平静和クラブ 

監督 竹島賢二 

 

我が小平静和クラブは、その創部当初から還暦野球リーグ、Ｐリーグ、更には西

部リーグと順次参加し活動範囲は拡大して来たが、活動拠点は都内に限定されてき

た。 

しかしメンバーが増えるにつれ、更には平成１７年に全日本還暦野球大会に参加

したことも刺激となり、活動の拠点を拡大し、力試しと、更にはメンバーの慰労・

懇親を兼ねて地方遠征もしてみたいという意見が出始めていた。 

 そんな折、全日本大会の準決勝で対戦した福島シルバークラブの橘監督（現福島

県還暦野球連盟理事長）との出会いが、飯坂温泉遠征のきっかけとなった。 

橘監督から、バブル崩壊後の温泉活性化の一環として飯坂温泉で平成９年から還

暦野球大会を実施しており、東北６県に留まらず新潟・栃木・埼玉・茨城の各県も

出場しており、更なる大会の活性化の為には是非東京からの参加もお願いしたいと

いう要請を受けた。 

地方遠征を視野に入れ始めていた当クラブの思いと一致することから、メンバー

で検討の結果、平成１９年から飯坂温泉大会に参加することとなった。 

初めて参加した平成１９年は、初参加の東京のチームと言うことで、思いもよら

ぬ地元の歓迎ぶりに感動させられた。大会開会式の選手宣誓は我がチーム主将の棟

平選手が務め、夜の懇親会では藤枝選手が乾杯の音頭を任されるという並々ならぬ

地元のご配慮を頂いた。更には地元観光協会と宿泊先の「旅館新亀」さんが、タイ

アップし、初参加の我々の為に旅館前にカラオケセットを用意してくれ、色っぽい

地元の芸者衆から飯坂温泉音頭を披露して貰う等、印象深い大会であった 

東京からは平成２０年から東京ムサシさんも参加され、より大会を盛り上げるこ

ととなった。 

以降、毎年真夏７月

の炎天下の大会開催で

あったが、チームメン

バーが数台の車に分乗

し東北道を走り、定宿

となった「旅館新亀」に

宿泊し、勝ち負けに拘

らず夜は宴会とカラオ

ケと、４年間に亘って

部員の懇親を兼ねた遠

征を継続してきたが、

残念ながら当大会は、今年は、東日本大震災の影響で中止と決まった。 



 この４年間には色々な思い出があるが、参加した全員の共通の思い出は、定宿の 

「旅館新亀」の美人女将の温かいもてなしと温泉の熱いお湯、更には女将の実家が

経営している果樹園に注文した新鮮な果物の甘い味であると思う。 

 ４年を経過して、炎天下の大会であり体力的な懸念と、遠征費（特に勝ち進むと

宿泊費と宴会費？が嵩む）の負担もあり、チーム内にこの遠征の見直しの意見も出

ていることは事実である。 

しかし、この遠征は普段接点のないチームとの対戦が刺激となって自分たちの力

を向上させるきっかけ作りにも繋がる効果と、宿泊遠征でのチームメンバーの深い

交流がチームの一体化をもたらす効果も期待され、来年以降も参加の方向で検討し

たいと思う。 

幸いにして、今後の大会開催時期を還暦野球選手の健康面を配慮し、次年度以降

は５月下旬に変更する方向との大会事務局からの朗報もある。 

 私個人としては出身地の福島の復興支援という思いもあり、又１５年という一つ

の節目を迎えたチームが「名門チーム」として次なる伝統形成の為、地方遠征で自

分達の力を再確認し、更には深い交流によりチームの一体化を図るにはこの飯坂温

泉大会は絶好の場であり、今後も大切にする価値があると信じるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（7）初の公式戦は飯坂温泉野球大会 

 

小平静和クラブ 

塩見 哲 

 

出張から帰ると妻から小平市報を渡された。留守中に新聞に折り込まれた市報に

還暦野球チームの紹介が掲載されていたからである。早速、連絡先の黒木さんと出

会い、入部させてもらったのはまだ５７歳（２００６年）の春である。チームは数

年前に全国大会ベスト８に進出した強豪とのことで、目標は日本一だ。 

２００６年と２００７年前半は６０歳前であったが、西部リーグ戦には出場して

いたが、初めて公式戦に出場したのは２００７年夏の第１１回飯坂温泉大会であっ

た。３年前に自転車で奥の細道を走り、飯坂温泉でも世話になっており、飯坂温泉

そのものに親しみを感じていたので、早めに日程調整をして参加を申し込む。 

還暦野球の公式戦であるが、飯坂温泉大会は５８歳から出場可能であった。 

この年は福島市政１００周年記念大会を兼ねており、温泉街挙げての盛り上がり

となっていた。街のあちらこちらにポスターが掲載されており、地元地方紙やスポ

ーツ新聞の取材もある。８月１０日（金）の午後３時から飯坂球場で開会式。そし

て午後６時からは宿泊先の新亀旅館での決起大会。 

大会は東北各県の他、東京・埼玉・新潟等から合計１６の選抜チームが参加して

いた。ブロックを二つに分け２日間のトーナメント方式で、我が小平静和クラブは

Ｂブロックに配置された。 

竹島監督からは、初戦は必勝で準決勝進出が目標とのこと。何故なら決勝に進出

しても選手は時間的余裕がなく帰らざるを得ず、棄権となるからだ。 

 ８月１１日（土）は新亀旅館から車で３０分ほどの保原大泉球場に昼過ぎに集合。

午後２時から地元福島の二本松シルバークラブと対戦。私の初めての公式戦参加は

初めての県外チームとの試合となった。二本松は、飯坂温泉大会に４回出場して優

勝１回、準優勝２回の強豪チームであったが、それより何より敵はサブグラウンド

での練習中に感じた、体温を越える３８度の猛暑であった。大会本部から、大量の

氷の差し入れを受け、主催者側からも何度も給水の注意されたほどの暑さであった。 

 本格的な球場だけに、バックスクリーンのスコアボードで各選手の名前も表示さ

れ、又ボランテイアの高校生らのアナウンスもある。試合が始まる前から野球をす

る実感が身体中に伝わってくるようだ。 

「１番センター塩見君」とアナウンスされ、

ネクストバッターサークルで思わず「ハイ」

と返事をしてしまった。 

試合はエースの秦投手の安定した投球

と、私の３塁打２本の活躍で小平静和クラ

ブが６対４で勝利した。 

この勝利で竹島監督の目標通り三位が

確定した為、夜の宴会はドンチャン騒ぎと



なった。午後８時から飯坂温泉街の中心にある新亀旅館の前で路上素人歌合戦が開

催されるとのことで、遠征メンバー全員が参加。打順と同じように１番バッターと

して“我が良き友よ”を温泉街に響き渡らせた。 

翌日はＢブロックの準決勝。相手は１回戦を大差のコールド勝ちしている宮城の

強豪大崎クラブ。我が小平静和クラブは、大会参加者数は１４名と少なく、試合前

の整列でも大崎クラブに圧倒された。 

試合は３回までは我がチームのサウスポー星野投手の頑張りで互角の勝負だっ

たが、７２歳と高齢の星野投手が暑さと疲れにより乱れ、内野陣のミスも続出し結

局は５回コールド負けとなった。大崎クラブは複数の優秀な投手を擁しており、我

がチームも秦投手クラスが複数揃えれば優勝に十分手が届くのではというのが、初

参加の感想であった。 

帰路の車内では、同乗者と飯坂ＩＣに入る前から飲み会が始まる。３時間ほど掛

けて戻った花小金井では、運転していた藤枝さんの慰労と３位入賞及び無事の帰京

を祝って「美代」へ再び集合。夜遅くまで祝宴が続いた。酒量が半端でなかった遠

征であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（8）小平静和クラブＨＰ作成奮闘記 

 

                  小平静和クラブ                                  

村田 博 

 

静和クラブは結成１５年、部員数４２人の歴史ある大きなチームになりました。 

試合数は、春・秋季の公式戦合わせ約５０試合、教育リーグおよび練習試合も含め

ると実に年間８０試合以上を戦うチームです。 

試合日程や出欠連絡も煩雑化し情報の整理や出欠管理をするのも大変！！ 正

確にメンバーに伝わらないケースも多い様です。 

 

こんな悩みを何とか解決しようとコンピューターの

苦手なメンバーも簡単に扱える「小平静和クラブのホ

ームページ」を立ち上げ、インターネット上で試合や

各種イベント等の情報をメンバーで共有することで、

情報連絡が迅速かつ正確に伝えられないかと考えまし

た。 

東京還暦野球連盟は、既にホームページを立ち上げ

ておりります。 

いずれは連盟のホームページにリンクして、ホームページを機能的に活用すれば

ホームページのアクセス数も増しチームの PR としても、非常に効果的であり東還

連の活性化に資する先鞭になればと考えました。 

 ホームページを作成するにあたり幾つかの方法を試みましたが、チームの情報を

共有する事を優先して考えると最終的には LaBOLA を活用することで落ち着きまし

た。 

 

（LaBOLA を活用するメリット） 

 このシステムは、球技チームを対象にした ホームページの作成をサポートする

もので非常に優れた機能が備わっています。 

また、HP の利用者および作成者・管理者共に使いやすい（ただし作成された HP

に自動的にスポンサーが付いてしまうのが難点）もので私の利用イメージ通りで、

便利な機能を多く備えたものと言えます。 

 

（ホームページの便利な機能） 

現在利用している便利な機能の一部をご紹介いたします。 

①チームの、プロフィール、予定（出欠確認）、成績（チーム・個人）募集情報（メ

ンバーや練習試合等）、掲示板（チーム共有）等がインターネット上で閲覧出来

ます。 

  また、これら情報をインターネットで一般公開し、チームの PR・選手や練習 

試合の募集（全国規模）も簡単に出来てしまう優れものです。 



② パソコンの苦手なメンバーであっても、ホームページに掲載された試合や練習

等のイベントの「出・欠」を各自で簡単に登録出来と共に、その「出欠情報」を

メンバー全員で把握出来ます。 

③ 出欠者情報を元に成績表が自動的に作成されます。この表にメンバー各自が 

成績結果を入力するとチーム及び個人成績表等が自動的に作成され集計される。 

④ メンバー相互の連絡が出欠表（電子メールに自動リンクする）から簡単にとれ

て操作性が良い。また、出欠未登録者の督促連絡も一括で行えるので便利 

 

（今後のホームページ活用課題） 

 ホームページを利用するには、利用登録者の確認のため、（セキュリティーやメ

ンバー連絡の）メールアドレスが必ず必要になりますので、先ずはこれを取得する

必要があります。 

   （小平静和クラブホームページ画面）   利用登録は、いたって簡単。

LaBOLA に登録をした後に、「小平

静和クラブホームページ」を開き

（YAHOO か Google で検索できる）

ＴＯＰページの左下の「参加申請

をする」をクリックした後、HP 管

理者が承認して、メンバー登録が

完了します。 

登録者は、自由にイベント登録

や掲示板（メッセージや写真投稿）

を利用する事が出来る様になりメンバー相互のコミュニケーションを図る事も出

来ます。 

現在「小平静和クラブホームページ」の利用登録者数は２２名です。 

当ホームページを募集欄を閲覧し入部を希望した方もいます。 

未だ登録されていないメンバーや新たに入部される方も、この便利な機能を理解

して頂き、この機会にチームメンバー全員が登録して頂けるものと考えています。 

 

今後は、更にＨＰ内容を充実

し、使い易いものにする様に努め

ると共に還暦を過ぎても野球をや

りたいと思っている方々に、広く

情報提供をして還暦野球がますま

す盛んになることを期待致しま

す。 

 

 

（東京都還暦軟式野球連盟ホームページ画

面） 

 



 

 

（9）メンバーが経営する居酒屋 

                

                   小平静和クラブ 

                      森田 功 

 

春は人生の新しい出発や花見、夏は納涼、秋は月見や紅葉、そして冬は雪見や寒

さしのぎと、飲む理由も沢山あれば、酒の種類も様々。静和クラブの面々で飲み始

めれば、野球の話で何時間も盛り上がり、気心の知れた店で飲めばお酒のうまさも

ひとしおである。そこで我がチームメンバーが経営している居酒屋を３軒紹介しよ

う。皆様既に良くご存じなお店ではあるけれど。 

 

「ろうま亭」 

 西武新宿線田無駅南口を出ると、目

の前に佐藤任弘副主将のお店「ろうま

亭」がある。 

新鮮野菜と果物の店「田無園」の右

側の木造階段を上って、２回の重厚な

扉が「ろうま亭」の入り口だ。右側の

通りに面したガラス窓からは日差し

が差し込んで店内を明るくし、北側の

窓からは電車の発着が見える。親と一

緒に来た小さな子供は、電車が来る度に興奮した声を挙げながら見ている 

店内は４人掛けのテーブルが３席、２人掛けが３席、カウンターは５席である。 

 元々は昭和４３年に喫茶店「ルボ」を開店。その後レストラン「ろうま亭」にし、

自然と居酒屋になった。店名の由来を店主に聞くと「ら行」のお店は縁起が良いの

で付けたと言う。 

 皆で行く時は比較的奥のテーブルに座ることが多いが、一人の時はカウンターに

座り、佐藤さんと話をしながら飲むことも可能だ。懐かしい昭和の良き時代にいる

ようで、何時も平穏な気持ちになる。これも店主佐藤さんの主張する“コミュニテ

ィの場としての店づくり”の心が醸し出されているのだと思う。 

  地元の人や、勤め帰りのサラリーマンが数名で来ることが多い。ほとんどが馴

染み客だ。一人で来る客を見ていると、入り口から真っすぐにカウンター席に来る。

この席は私の指定席だという感じで席に座り、自分の好きな飲み物とつまみを注文

し、テレビを見ながら静かに飲んでいる。話し掛けると気さくな人が多く、自然と

話が弾む。 

 衝立には平成１８年に行われた、第２２回全日本還暦野球豊橋大会の記念額が掛

けてある。この大会は豊橋市制１００周年記念大会でもあった。１回戦で地元の名



古屋ゴールドスターズと対戦し、４対４で引き分け、ジャンケン戦の末に敗退した

悔しさ残る大会だ。でも参加選手一同良い顔で写真に納まっている。 

 

小料理「美代」 

西武新宿線花小金井駅南口から多摩湖遊歩道に入り多摩湖方面に向かう。小金井

街道を越えて最初の変形十字路を左に曲がると石川一雄選手のお店、小料理「美代」

の看板が前方左側に見える。洒落た明るい赤のネオン入りだ。 

 店名は、石川選手が寿司職人として

修行したお店が「美代寿司」で、暖簾分

けをしてもらって、昭和５４年に「美代

寿司」を開店、平成１７年に小料理「美

代」に転換した。 

 店内に入ると、右側は９席のカウン

ター、通路を挟んで左側は、可愛いテー

ブルが２つ置いてある細長い畳敷きの

間で、こぢんまりとしたお店だ。カウン

ターの奥の棚には清酒「浦霞」「上喜元」や新潟の地酒、焼酎は「宝山」や「どまん

中」等、一升瓶が並び、店名「美代」のラベルがついた４合瓶のいも焼酎もある。 

 柳泉園や都職のグラウンドでの練習の後や、多摩西部での試合の後に、遅い昼食

を食べに来る部員も多い。君子夫人とのコンビネーションよろしく、疲れた身体に

優しい冷や麦や野菜の煮物、スタミナの付く品々が次々とテーブルに出て来ると、

空っぽの胃袋に吸い込まれるように入って行く。勿論ビールも一緒に。 

 店内の壁には写真入りの大きな額が掛けられている。６年前、小平静和クラブが

東京都代表で、第２１回全日本還暦野球大会に出場し、８強になった時のものだ。

東京都還暦野球連盟の１部に在籍していた時とともに、我が静和クラブの栄光の

“証”である。 

 

思い出の店「南国」 

 平成１５年迄花小金井駅北口、

徒歩１分の花小金井プリンスマン

ション１階に、棟平選手夫妻のお

店「南国」があった。 

３０人程入れる店内は黒ずんだ

梁やカウンターなど時代を感じさ

せる雰囲気であり、故郷愛媛の郷

土料理を食べさせて呉れた。中で

も忘れられないのは「鰹のたたき」

だ。    

高知から産地直送という代物で、油も程よく乗った鰹を炭火で炙って、スライス



したニンニクを乗せて食べる絶品料理が自慢であり、酒党には堪えられない肴であ

った。魚をすり潰して揚げた「じゃこ天」も素朴でおふくろの味を感じさせるよう

な料理であり、明日への元気な源であった。 

 平成１５年春の３部優勝の時には、大勢のチーム仲間が集まり、店を借りきって

の祝勝会をやり、この頃からチームにも一段と上位を意識した上昇ムードが広がっ

てきた。 

 店内には、所狭しと母校・宇和島東高校の甲子園大会出場記念のポスターが貼ら

れており、入ってくるお客さんは誰でも目につき、オーナーは野球好きな人だと分

かる雰囲気のお店であった 

 家族が野球一家という環境に恵まれており、奥さんは「南国」のお店を閉めてか

ら一時、我がチームのスコアラーとしてベンチから叱咤激励の声援を送りながら、

各選手の活躍の様子を記録してくれたこともあり、今もチーム仲間にとっては心に

残る憩いの場所である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



小平静和クラブ 

 

１５年のあゆみ 
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（１）クラブ設立趣意書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）静和クラブ年表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　東還連記録
　　年度 　　戦績 沿革（大会出場・その他）
　　9年 　３月　小平静和クラブ創設
１０年春 ４部１位 　東還連加盟
１０年秋 ４部５位
１１年春 ５部１位 　東還連会報創刊
１１年秋 ４部４位
１２年春 ４部５位
１２年秋 ５部４位　
１３年春 ５部１位 　中島選手　ノーヒットノーラン達成（対東村山戦）
１３年秋 ４部３位
１４年春 ４部３位 　東還連会報名が「悠久」（曽我部東還連会長命名）
１４年秋 ４部２位
１５年春 ３部１位 　４月 小金井グラウンド閉鎖
１５年秋 ２部４位 　西部リーグ、Ｐリーグ加盟
１６年春 ２部２位 　東還連１０周年記念大会（於：江戸川Ｇ）。全還連加盟
１６年秋 １部４位
１７年春 １部５位 　全日本大会出場決定。小平市長表敬訪問。
１７年秋 ２部５位 　１０月　第２１回全日本大会（西宮）出場

　小平静和クラブ会則制定
18年春 ３部１位 　５月　第２回足立区大会出場
１８年秋 ２部４位 　９月　第２２回全日本大会（豊橋）出場
１９年春 ２部６位 　５月　第３回足立区大会出場。５月　第９回足利大会出場
１９年秋 ３部４位 　８月　第１１回飯坂温泉大会出場。１０月　三鷹大会出場
２０年春 ３部８位 　５月　第５回足立大会出場。　

　７月　第１回関東還暦東京大会出場
２０年秋 ４部８位 　８月　第１２回飯坂温泉大会出場。

　８月  第４回伊勢崎大会出場
２１年春 ５部７位 　５月　第６回足立大会出場。
２１年秋 ６部１位 　７月　第１３回飯坂温泉大会出場。　

　８月　第５回伊勢崎大会出場
２２年春 ５部３位
２２年秋 ４部２位 　７月　第１４回飯坂温泉大会出場。　

　８月　第６回伊勢崎大会出場
２３年春 ３部 　ホームページ作成



（３）対外試合の参加 

 

（３）－1 過去の公式戦勝敗記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対戦日
対戦チーム

スコアー 20 ○ 12 7 ○ 5 12 ○ 7 5 ○ 2 13 ○ 2 5 0 0 10 29 1 5

対戦日

対戦チーム

スコアー 1 ● 6 1 ● 5 7 ○ 3 5 △ 5 6 △ 6 1 2 2 4 -5 5 4

対戦日
対戦チーム

スコアー 5 ○ 4 5 ○ 3 6 △ 6 5 △ 5 4 ○ 2 3 0 2 8 -5 1 5

対戦日

対戦チーム

スコアー 2 △ 2 2 ● 8 4 △ 4 5 ○ 4 1 △ 1 1 1 3 5 -6 4 4

対戦日
対戦チーム

スコアー 6 ● 9 11 ○ 7 6 ● 9 2 △ 2 0 ● 3 1 3 1 3 -5 5 4

対戦日

対戦チーム

スコアー 4 ○ 2 0 △ 0 2 ● 6 2 ● 4 7 ○ 4 2 2 1 5 -1 4 5

対戦日
対戦チーム

スコアー 1 △ 1 4 ○ 0 2 ○ 0 7 ○ 1 6 ○ 1 4 0 1 9 17 1 5

対戦日

対戦チーム

スコアー 3 ● 5 8 ● 12 9 ○ 3 12 ○ 0 5 ○ 2 3 2 0 9 15 3 4

対戦日
対戦チーム

スコアー 2 ○ 0 2 ● 6 7 ○ 3 4 ● 10 2 ○ 1 3 2 0 9 -3 3 4

対戦日

対戦チーム

スコアー 4 ○ 2 6 ○ 3 4 ○ 2 2 ○ 0 1 ● 9 4 1 0 12 3 2 4

対戦日
対戦チーム

スコアー 15 ○ 7 7 ● 11 5 ○ 1 4 ○ 2 7 ○ 3 4 1 0 12 14 1 3

対戦日

対戦チーム

スコアー 7 ○ 6 5 ● 11 4 ● 9 4 ○ 3 2 ● 6 2 3 0 6 -13 4 2

対戦日
対戦チーム

スコアー 1 ● 2 3 ○ 1 1 ○ 0 5 ○ 1 3 ○ 1 4 1 0 12 8 2 2

対戦日

対戦チーム

スコアー 0 ● 2 1 △ 1 0 ● 1 3 ○ 1 2 ○ 0 2 2 1 7 1 4 1

対戦日
対戦チーム

スコアー 5 ○ 4 0 ● 2 2 ● 4 1 △ 1 2 ● 3 1 3 1 4 5 1

対戦日

対戦チーム

スコアー 1 ● 4 5 ○ 0 0 ● 10 8 ○ 2 1 ● 3 2 3 0 6 -4 5 2

対戦日
対戦チーム

スコアー 11 ○ 10 11 ○ 3 10 ○ 9 9 ○ 4 1 ● 8 4 1 0 12 8 1 3

対戦日

対戦チーム

スコアー 1 ● 11 1 ● 2 2 ● 7 6 ○ 0 6 ○ 2 2 3 0 6 -6 4 2

   
対戦日

対戦チーム

スコアー 1 ● 3 8 ○ 7 13 ○ 4 14 ○ 5 7 ● 19 8 ● 9 5 ● 16 3 4 0 9 -7 6 2

対戦日

対戦チーム

スコアー 6 ○ 1 3 △ 3 2 ● 11 5 ● 7 9 ○ 3 3 ● 10 7 ○ 1 3 3 1 10 -1 4 3

対戦日
対戦チーム

スコアー 6 ● 16 1 ○ 0 3 ● 4 3 ● 4 5 ● 6 4 ● 5 0 ● 5 1 6 0 3 -19 8 3

対戦日

対戦チーム

スコアー 2 △ 2 1 △ 1 4 ● 5 2 ● 7 6 ● 10 5 ○ 4 1 ● 5 1 4 2 5 -13 8 4

対戦日
対戦チーム

スコアー 3 ● 6 0 ● 2 1 △ 1 5 ○ 0 10 ○ 4 5 ● 13 5 ● 7 2 4 1 7 -4 7 5

対戦日

対戦チーム

スコアー 1 ○ 0 11 ○ 4 5 ● 8 14 ○ 1 0 ● 2 7 ○ 0 7 ○ 1 5 2 0 15 29 1 6

対戦日
対戦チーム

スコアー 7 ○ 0 5 ○ 0 2 ● 4 8 ○ 2 6 ○ 1 5 ● 8 4 △ 4 4 2 1 13 18 3 5

対戦日

対戦チーム

スコアー 8 ○ 3 6 ● 7 5 ○ 3 12 ○ 11 9 ○ 8 1 ● 6 11 ○ 5 5 2 0 15 9 2 4

対戦日
対戦チーム

スコアー 4 ● 5 3

対戦日

対戦チーム

スコアー

-

ランク

-

ランク

-

ランク

-

ランク

-

ランク

-

ランク

-

-

ランク

-

ランク

-

ランク

ランク

-

ランク

-

ランク

月　日

　 　

　 　

-

ランク

-

ランク
月　日

勝　数

　 　

負　数
月　日

　

　

月　日

府中Ｌ

豊島

月　日 月　日

武蔵村山

月　日

府中Ｌ

Ｇ清瀬

月　日 月　日

月　日
勝　数

　

青梅シニア

月　日

国立フレンド

月　日

月　日

　

得点差 順位負　数 分　 勝　点
武蔵村山

秋季

月　日 月　日 月　日

月　日 月　日

ダフネ

月　日

平
成
2
3
年
度

春季

月　日 月　日

オール八王子 国分寺 東京ムサシ 三鷹Ｓ

月　日

東大和 国分寺 小金井 墨田

勝　数 負　数 分　平
成
2
2
年
度

春季

月　日 月　日 月　日 月　日

葛飾調布 武蔵村山 ＮＪ東京

月　日 月　日

秋季

月　日

月　日 月　日 月　日

順位得点差勝　点

平
成
2
1
年
度

春季

月　日 月　日 月　日 月　日

秋季

月　日 月　日月　日 月　日

豊島

月　日

葛飾 東京Ｍ東京コメッツ 東京Ｒ

得点差
東村山 立川Ｓ 葛飾 八王子Ｏ

月　日

順位
昭島Ｒ

月　日 月　日

昭島Ｍ

月　日
勝　数 負　数 分　 勝　点

月　日 月　日

武蔵村山

月　日

杉並ＡＳ

八王子Ｏ Ｇ・清瀬 立川浪漫

月　日

得点差 順位
月　日

勝　点
東久留米

東京ムサシ

月　日

得点差 順位

東都

勝　数 負　数 分　

秋季

月　日 月　日 月　日 月　日

青梅 八王子Ｆ 狛江
平
成
2
0
年
度

春季

月　日 月　日

調布 昭島Ｗ

調布 狛江 立川Ｖ 立川Ｓ 東村山

月　日

府中Ｌ

月　日 月　日 月　日

月　日月　日 月　日

ＮＪ東京

月　日

ダフネ

月　日

東大和三鷹 国分寺

月　日

八王子Ｆ 東京Ｅ

秋季

月　日 月　日 月　日

ダフネ

東京Ｍ 昭島Ｗ

平
成
１
9
年
度

春季

月　日 月　日

昭島Ｗ さざんか

八王子Ｆ

月　日

月　日

足立

月　日
勝　数 負　数

勝　数 得点差 順位

　

分　 勝　点
　

月　日

月　日
負　数

分　 勝　点

月　日

　

平
成
１
8
年
度

春季

月　日 月　日 月　日

月　日 月　日

千代田三鷹

月　日

八王子Ｆ

ダフネ 八王子 青梅 東京Ｅ 昭島Ｗ

月　日 月　日 月　日

秋季

　

月　日

　

分　 勝　点
　

負　数 得点差 順位

月　日

平
成
１
7
年
度

春季

月　日 月　日

府中Ｅ ダフネ

府中Ｅ 杉並ＡＳ

月　日月　日 月　日

　

月　日

月　日

　

月　日 月　日

秋季

月　日 月　日

日野

月　日

東京Ｅ 東京Ｍ

平
成
１
６
年
度

春季

月　日 月　日

朋友 三鷹

京葉 八王子 品川

月　日 月　日

順位

　

月　日

月　日

秋季

品川 京葉 八王子

　

月　日 月　日

　

月　日

勝　数
月　日

月　日

　

分　 勝　点
　

月　日

月　日
勝　数 負　数

月　日

月　日

　

分　 勝　点
　

月　日

勝　数 負　数 得点差

月　日

　

順位得点差

月　日 月　日

さざんか 朋友

葛飾 府中Ｌ 八王子Ｆ

月　日 月　日

秋季

月　日 月　日 月　日

足立 さざんか 調布 東久留米 葛飾

青梅 田無 東久留米 立川 東京Ｅ

東京ムサシ 東京Ｅ

月　日

平
成
１
5
年
度

春季

月　日 月　日

　

月　日 月　日

平
成
１
4
年
度

月　日

月　日 月　日

秋季

月　日 月　日 月　日

春季

月　日

月　日

得点差 順位
東久留米

月　日

　

負　数 分　
月　日

勝　点

東村山 小金井 杉並ＡＳ

府中Ｅ 江戸川 杉並ＡＳ 日野

月　日 月　日 月　日

得点差分　 勝　点
　

杉並ＡＳ 小金井 東京Ｅ

　

月　日
勝　数

月　日月　日月　日 月　日

順位
日野 東村山 東都 国分寺 狛江

月　日
平
成
１
3
年
度

春季

月　日 月　日

武蔵野 東村山秋季

月　日 月　日 月　日

月　日 月　日

勝　数
月　日

月　日

　 　

分　 勝　点
　

負　数 得点差 順位

月　日

月　日

秋季

武蔵野 中央 東村山

平
成
１
1
年
度

春季

月　日 月　日

狛江 久留米

東村山 葛飾

平
成
１
2
年
度

春季

月　日 月　日

中央 東京・Ｅ

江戸川 立川

月　日 月　日 月　日

月　日 月　日

秋季

月　日 月　日

武蔵村山

月　日

調布Ｃ 東都

　

月　日

足立 国分寺
勝　数 負　数 得点差 順位分　 勝　点

月　日

　

　

東・コメ 国分寺

月　日 月　日

武蔵村山

北

京葉

月　日
武蔵村山

月　日

狛江

月　日 月　日月　日

月　日 月　日
国分寺

月　日 月　日

平
成
１
０
年
度

月　日
足立

月　日

府中Ｌ

練馬
月　日

春季

立川秋季

順位

練馬

月　日 月　日
勝　数

東久留米
負　数 分　 勝　点 得点差

　 　

月　日



（３）－２ 公式戦累積勝率表 （平成 7 年～平成２２年までのデーター） 

 

 

（資料提供 東還連 元副理事長 武藤 進さん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）－３ 諸大会参加記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）鈴木惣太郎杯伊勢崎大会への参加 

 

 この大会は、関東各都県還暦野球の親善を目的とし、併せて伊勢崎出身でプロ

野球巨人軍創設に尽力し「日本プロ野球生みの親」として知られる、鈴木惣太郎

の功を讃える者とし創設したものです。 

 当クラブは、平成２０年（第４回）より３年連続参加しておりますが、毎年８

月末日に開催のため気温３５度以上の中での戦いであり、体力的には厳しい日程

でした。 

 

 平成２０年（第４回）、平成２１年（第

５回）は１回戦で敗退、平成２２年（第

６回）でようやく初戦突破するものの、

２回戦で敗退。暑さの中での連戦ともな

ると、やはり選手層の厚さ不足を実感さ

せられる大会です。今後はメンバー全員

の参加で少しでも上位を目指したいと思

います。 

 

 

 

（大会成績） 

 

平成２０年（第４回） 

松井オールドボーイズ ０ １ ５ １ ２ ２ １ １２ 

小平静和クラブ １ １ １ １ ０ １ ０ ５ 

平成２１年（第５回） 

小平静和クラブ ３ ２ １ ０ ０ ０ ０ ６ 

沼田シルバーズ ０ ８ ０ ０ ０ ０ ０ ８ 

平成２２年（第６回）（１回戦） 

小平静和クラブ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １ ３ 

前橋ノーブルズ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ２ 

平成２２年（２回戦） 

小平静和クラブ ０ ０ ２ ０ ０  ２ 

境ＯＢ野球クラブ ２ ４ ０ １ ５× １２ 

 

 

 

 

 

 

 



 

（５）小平静和クラブ現メンバー 

平成 23 年度  

現役選手写真（５）－１ 

 

 

　　代理・理事　本多　照彦　７５ 　　監　督　竹島　賢二　３０　　 　主　将　　　藤枝　栄八　１０

投手　桜井　清　９ 外野手　倉内　邦雄　１１ 内野手　林　征徳　１３

　副主将　　佐藤　任弘　５

ヘッド・コーチ　黒木　　勇　３３ 　　投手・コーチ　秦　幸男　２１　　 　　顧問　田中　修一　３１ 　内野手　増尾　和行　　０

　外野手　赤木　盛一　４

投手　村田　博　　１４ 内野手　井上　修　　１５ 外野手　稲垣　博正　１６ 　内野手　斉藤　正志　２２

捕手　谷口　裕　１ 内野手　鐘江　健一郎　２ 外野手　名取　朝雄　　３

内野手　棟平　久雄　８



現役選手写真（５）－２ 

（５）―４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ 氏　　名 生年月 ＮＯ 氏　　名 生年月

1 代表 75 　本多　照彦 　Ｓ．　９．　３ 21 19 　新津　忠人 　Ｓ．２３．１０

2 監督 30 　竹島　賢二 　Ｓ．１１．　７ 22 20 　加藤　良治 　Ｓ．２３．１１

3 主将 10 　藤枝　栄八 　Ｓ．１９．　８ 23 22 　斎藤　正志 　Ｓ．２６．１２

4 副主将 5 　佐藤　任弘　 　Ｓ．２１．１０ 24 23 　石川　一雄 　Ｓ．２３．　３

5 コーチ 33 　黒木　勇 　Ｓ．１１．　９ 25 24 　塩見　哲 　Ｓ．２４．　８

6 コーチ 21 　秦　幸男 　Ｓ．２０．　２ 26 25 　岡本　邦夫 　Ｓ．２２．　４

7 顧問 31 　田中　秀一 　Ｔ．１２．　３ 27 26 　横山　福松 　Ｓ．１９．　２

8 0 　増尾　和行 　Ｓ．２３．　３ 28 27 　鈴木　良和 　Ｓ．１３．　２

9 1 　谷口　裕 　Ｓ．２３．１１ 29 28 　丹羽　道夫 　Ｓ．２３．　６

10 2 　鐘江　健一郎 　Ｓ．２０．１２ 30 29 　森田　功 　Ｓ．１７．１１

11 3 　名取　朝男 　Ｓ．　９．１１ 31 34 　田中　泰弘 　Ｓ．１６．　８

12 4 　赤木　盛一 　Ｓ．２３．１２ 32 35 　磯野　寿昭 　Ｓ．１７．　４

13 8 　棟平　久雄 　Ｓ．１６．　９ 33 36 　藤井　勲 　Ｓ．１０．　７

14 9 　桜井　清 　Ｓ．１０．１０ 34 38 　金子　宏 　Ｓ．１０．　７

15 11 　倉内　邦雄 　Ｓ．１３．　９ 35 39 　小原　正義 　Ｓ．２４．　１

16 13 　林　征憲 　Ｓ．１２．１２ 36 40 　本田　勉 　Ｓ．１４．１１

17 14 　村田　博 　Ｓ．２３．　６ 37 41 　谷澤　孝雄 　Ｓ．２１．１０

18 15 　井上　修 　Ｓ．２３．　９ 38 45 　工藤　充 　Ｓ．２３．　３

19 16 　稲垣　博正 　Ｓ．２０．　７ 39 46 　戸塚　次男 　Ｓ．１１．１０

20 17 　森本　義博 　Ｓ．２４．　９ 40 47 　小俣　欣司 　Ｓ．１２．

背番号 背番号

小平静和クラブメンバー　（２０１１年６月）現在

内野手　森田　功　２９

外野手　石河　一雄　２３

内野手　丹羽　道夫　２８

捕手　本多　勉　　４０ 内野手　工藤　　充　４５外野手　谷澤　孝雄　４１

内野手　磯野　寿昭　　３５

　 　

内野手　金子　宏　３８ 内野手　小原　正義　　３９捕手　藤井　勲　　３６

外野手　塩見　哲　２４

捕手　鈴木良和　２７ 外野手　田中　泰弘　３４

外野手　岡本　邦夫　２５ 　内野手　横山　福松　２６



（６）小平静和クラブメンバー変遷 

 

（６）－１ 平成１０年～平成１３年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名

30 本多　照彦 30 本多　照彦 30 本多　照彦 30 本多　照彦 30 本多　照彦 30 本多　照彦 30 本多　照彦 30 本多　照彦

10 竹島　賢二 10 竹島　賢二 10 竹島　賢二 10 竹島　賢二 10 竹島　賢二 10 竹島　賢二 10 竹島　賢二 10 竹島　賢二
0 内藤　亮三 0 内藤　亮三 0 内藤　亮三 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -
1 星野　秀夫 1 星野　秀夫 1 星野　秀夫 1 星野　秀夫 1 星野　秀夫 1 星野　秀夫 1 星野　秀夫 1 星野　秀夫
2 岩崎　道幸 2 岩崎　道幸 2 - 2 - 2 - 2 - 2 佐野　和久 2 佐野　和久
3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男
4 - 4 - 4 - 4 - 4 - 4 - 4 - 4 -
5 滝沢　喜吉 5 滝沢　喜吉 5 滝沢　喜吉 5 滝沢　喜吉 5 滝沢　喜吉 5 滝沢　喜吉 5 - 5 -
6 - 6 - 6 - 6 - 6 - 6 - 6 中島　篤司 6 中島　篤司
7 児玉　　啓 7 児玉　　啓 7 児玉　　啓 7 児玉　　啓 7 児玉　　啓 7 児玉　　啓 7 児玉　　啓 7 児玉　　啓
8 三鴨　浜之助 8 三鴨　浜之助 8 三鴨　浜之助 8 三鴨　浜之助 8 三鴨　浜之助 8 - 8 - 8 -
9 - 9 - 9 桜井　清 9 桜井　清 9 桜井　清 9 桜井　清 9 桜井　清 9 桜井　清
11 長坂　博 11 長坂　博 11 長坂　博 11 長坂　博 11 長坂　博 11 長坂　博 11 長坂　博 11 長坂　博
12 飯沢　荘一 12 飯沢　荘一 12 飯沢　荘一 12 - 12 - 12 - 12 棟平　久雄 12 棟平　久雄
13 小野沢　功 13 小野沢　功 13 小野沢　功 13 小野沢　功 13 - 13 - 13 - 13 -
14 木村　次男 14 木村　次男 14 木村　次男 14 木村　次男 14 木村　次男 14 木村　次男 14 木村　次男 14 木村　次男
15 北原　浩平 15 北原　浩平 15 - 15 - 15 小野塚　保 15 小野塚　保 15 小野塚　保 15 -
16 舘　亮二 16 舘　亮二 16 舘　亮二 16 - 16 - 16 - 16 - 16 -
17 渡部　宏 17 渡部　宏 17 渡部　宏 17 - 17 - 17 - 17 - 17 -
18 小手　良雄 18 新井勇次郎 18 新井勇次郎 18 新井勇次郎 18 私市　求 18 私市　求 18 私市　求 18 -
19 真田　秀俊 19 真田　秀俊 19 真田　秀俊 19 真田　秀俊 19 真田　秀俊 19 - 19 - 19 -
20 - 20 - 20 森田　益彰 20 - 20 - 20 - 20 - 20 -
21 小池　賢蔵 21 小池　賢蔵 21 - 21 - 21 - 21 - 21 田中　信夫 21 田中　信夫
22 野村　次郎 22 野村　次郎 22 野村　次郎 22 野村　次郎 22 野村　次郎 22 野村　次郎 22 野村　次郎 22 野村　次郎
23 - 23 - 23 - 23 - 23 - 23 - 23 - 23 -
24 倉内　邦雄 24 倉内　邦雄 24 倉内　邦雄 24 倉内　邦雄 24 倉内　邦雄 24 倉内　邦雄 24 倉内　邦雄 24 倉内　邦雄
25 - 25 - 25 - 25 - 25 - 25 - 25 - 25 -
26 - 26 - 26 渋谷　行生 26 - 26 - 26 - 26 - 26 -
27 鈴木良和 27 鈴木良和 27 鈴木良和 27 鈴木良和 27 鈴木良和 27 鈴木良和 27 鈴木良和 27 鈴木良和
28 栗原　功 28 栗原　功 28 栗原　功 28 栗原　功 28 栗原　功 28 栗原　功 28 - 28 -
29 - 29 - 29 - 29 - 29 - 29 - 29 - 29 -
31 田中秀一 31 田中秀一 31 田中秀一 31 田中秀一 31 田中秀一 31 田中秀一 31 田中秀一 31 田中秀一
32 - 32 - 32 草薙輝男 32 草薙輝男 32 草薙輝男 32 瀬戸　健次 32 瀬戸　健次 32 瀬戸　健次
33 - 33 - 33 小島　勘一 33 小島　勘一 33 小島　勘一 33 - 33 黒木　勇 33 黒木　勇
34 - 34 - 34 星野亮 34 星野亮 34 星野亮 34 - 34 - 34 -
35 - 35 - 35 川合義弘 35 - 35 - 35 - 35 - 35 -
36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　
37 - 37 - 37 青木　忠介 37 - 37 - 37 - 37 - 37 -
38 - 38 - 38 田中　光 38 - 38 - 38 - 38 - 38 -
39 松平　謙 39 松平　謙 39 松平　謙 39 - 39 - 39 - 39 - 39 -
40 - 40 - 40 - 40 - 40 - 40 - 40 - 40 -
41 - 41 - 41 杉本　進一 41 - 41 - 41 - 41 - 41 -
42 - 42 - 42 - 42 - 42 - 42 - 42 - 42 -
43 - 43 - 43 紅林　英胤 43 紅林　英胤 43 - 43 - 43 - 43 -
44 - 44 - 44 - 44 - 44 - 44 - 44 - 44 -
45 - 45 - 45 小川　幸三 45 - 45 - 45 - 45 - 45 -
46 - 46 - 46 - 46 - 46 - 46 - 46 - 46 -
47 - 47 - 47 - 47 - 47 - 47 - 47 - 47 -
63 - 63 - 63 - 63 - 63 - 63 - 63 - 63 -
74 - 74 - 74 - 74 - 74 - 74 - 74 - 74 -
75 - 75 - 75 - 75 - 75 - 75 - 75 - 75 -

平成１2年　秋季 平成１3年　春季 平成１3年　秋季平成１0年　春季 平成１0年　秋季 平成１１年　春季 平成１１年　秋季 平成１2年　春季



 

（６）－２ 平成１４年～平成１７年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名

30 本多　照彦 30 本多　照彦 30 竹島　賢二 30 竹島　賢二 30 竹島　賢二 30 竹島　賢二 30 竹島　賢二 30 竹島　賢二

10 竹島　賢二 10 竹島　賢二 10 児玉　　啓 10 児玉　　啓 10 児玉　　啓 10 児玉　　啓 10 木村　次男 10 木村　次男
0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -
1 星野　秀夫 1 星野　秀夫 1 星野　秀夫 1 星野　秀夫 1 星野　秀夫 1 星野　秀夫 1 星野　秀夫 1 星野　秀夫
2 佐野　和久 2 佐野　和久 2 佐野　和久 2 佐野　和久 2 - 2 - 2 - 2 -
3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男
4 中里尚右 4 中里尚右 4 中里尚右 4 中里尚右 4 中里　尚右 4 中里　尚右 4 中里　尚右 4 中里　尚右
5 - 5 滝沢　喜吉 5 滝沢　喜吉 5 滝沢　喜吉 5 藤枝　栄八 5 藤枝　栄八 5 藤枝　栄八 5 藤枝　栄八
6 中島　篤司 6 中島　篤司 6 中島　篤司 6 中島　篤司 6 中島　篤司 6 中島　篤司 6 中島　篤司 6 中島　篤司
7 児玉　　啓 7 児玉　　啓 7 - 7 - 7 - 7 中村　美勝 7 中村　美勝 7 中村　美勝
8 - 8 　 8 - 8 - 8 棟平　久雄 8 棟平　久雄 8 棟平　久雄 8 棟平　久雄
9 桜井　清 9 桜井　清 9 桜井　清 9 桜井　清 9 桜井　清 9 桜井　清 9 桜井　清 9 桜井　清
11 長坂　博 11 長坂　博 11 長坂　博 11 長坂　博 11 長坂　博 11 長坂　博 11 長坂　博 11 長坂　博
12 棟平　久雄 12 棟平　久雄 12 棟平　久雄 12 棟平　久雄 12 広瀬　光明 12 広瀬　光明 12 広瀬　光明 12 広瀬　光明
13 - 13 - 13 - 13 - 13 林　　征憲 13 林　　征憲 13 林　　征憲 13 林　　征憲
14 木村　次男 14 木村　次男 14 木村　次男 14 木村　次男 14 木村　次男 14 木村　次男 14 - 14 -
15 - 15 - 15 - 15 - 15 - 15 - 15 - 15 萩野　泰男
16 - 16 - 16 - 16 - 16 - 16 - 16 村田　　満 16 -
17 - 17 - 17 奥野　忠秀 17 奥野　忠秀 17 奥野　忠秀 17 奥野　忠秀 17 奥野　忠秀 17 奥野　忠秀
18 - 18 - 18 私市　求 18 私市　求 18 高橋　喜一 18 高橋　喜一 18 高橋　喜一 18 高橋　喜一
19 - 19 - 19 藤枝栄八 19 - 19 - 19 - 19 - 19 -
20 - 20 - 20 - 20 - 20 - 20 - 20 - 20 村田　　満
21 田中　信夫 21 　 21 田中　信夫 21 田中　信夫 21 - 21 - 21 - 21 秦　　幸男
22 野村　次郎 22 野村　次郎 22 野村　次郎 22 野村　次郎 22 野村　次郎 22 野村　次郎 22 野村　次郎 22 野村　次郎
23 - 23 - 23 高橋　勉 23 高橋　勉 23 - 23 - 23 - 23 -
24 成田　一孝 24 成田　一孝 24 成田　一孝 24 成田　一孝 24 - 24 - 24 - 24 -
25 - 25 - 25 - 25 - 25 - 25 - 25 - 25 -
26 - 26 - 26 - 26 - 26 - 26 - 26 - 26 -
27 鈴木良和 27 鈴木良和 27 鈴木良和 27 鈴木良和 27 鈴木良和 27 鈴木良和 27 鈴木良和 27 鈴木良和
28 - 28 - 28 - 28 - 28 - 28 - 28 - 28 -
29 森田　功 29 森田　功 29 森田　功 29 森田　功 29 森田　功 29 森田　功 29 森田　功 29 森田　功
31 田中秀一 31 田中秀一 31 田中秀一 31 田中秀一 31 田中秀一 31 田中秀一 31 田中秀一 31 田中　秀一
32 瀬戸　健次 32 瀬戸　健次 32 瀬戸　健次 32 瀬戸　健次 32 瀬戸　健次 32 瀬戸　健次 32 瀬戸　健次 32 瀬戸　健次
33 黒木　勇 33 黒木　勇 33 黒木　勇 33 黒木　勇 33 黒木　勇 33 黒木　勇 33 黒木　勇 33 黒木　勇
34 - 34 - 34 中村　美勝 34 中村　美勝 34 中村　美勝 34 田中泰弘 34 田中泰弘 34 田中　泰弘
35 - 35 - 35 川合義弘 35 川合　義弘 35 川合　義弘 35 川合　義弘 35 川合　義弘 35 川合　義弘
36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　
37 - 37 - 37 岡部　敏彦 37 岡部　敏彦 37 岡部　敏彦 37 岡部　敏彦 37 岡部　敏彦 37 川上　信雄
38 - 38 - 38 本多　照彦 38 本多　照彦 38 本多　照彦 38 本多　照彦 38 本多　照彦 38 本多　照彦
39 - 39 - 39 - 39 - 39 - 39 - 39 - 39 -
40 - 40 - 40 - 40 - 40 - 40 - 40 - 40 -
41 - 41 - 41 - 41 - 41 - 41 - 41 - 41 -
42 - 42 - 42 - 42 - 42 - 42 - 42 - 42 -
43 - 43 - 43 - 43 - 43 - 43 - 43 - 43 -
44 - 44 - 44 - 44 - 44 - 44 - 44 小野塚　保 44 小野塚　保
45 - 45 - 45 - 45 - 45 - 45 - 45 - 45 -
46 - 46 - 46 - 46 - 46 - 46 - 46 - 46 -
47 - 47 - 47 - 47 - 47 - 47 - 47 児玉　　啓 47 児玉　　啓
63 - 63 - 63 - 63 - 63 - 63 - 63 - 63 -
74 - 74 - 74 - 74 - 74 - 74 - 74 - 74 岡部　敏彦
75 - 75 - 75 - 75 - 75 - 75 - 75 - 75 -

平成１4年　春季 平成１7年　春季 平成１7年　秋季平成１4年　秋季 平成１5年　春季 平成１5年　秋季 平成１6年　春季 平成１6年　秋季



 

（６）－３ 平成１８年～平成２１年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名

30 竹島　賢二 30 竹島　賢二 30 竹島　賢二 30 竹島　賢二 30 竹島　賢二 30 竹島　賢二 30 竹島　賢二 30 竹島　賢二

10 棟平　久雄 10 棟平　久雄 10 棟平　久雄 10 棟平　久雄 10 棟平　久雄 10 棟平　久雄 10 棟平　久雄 10 棟平　久雄
0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 増尾　和行
1 星野　秀夫 1 星野　秀夫 1 星野　秀夫 1 星野　秀夫 1 　 1 谷口　裕 1 谷口　裕 1 谷口　裕
2 - 2 - 2 - 2 - 2 - 2 - 2 鐘江　健一郎 2 鐘江　健一郎
3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男
4 中里　尚右 4 中里　尚右 4 中里　尚右 4 中里　尚右 4 - 4 - 4 赤木　盛一 4 赤木　盛一
5 藤枝　栄八 5 藤枝　栄八 5 藤枝　栄八 5 藤枝　栄八 5 藤枝　栄八 5 藤枝　栄八 5 藤枝　栄八 5 藤枝　栄八
6 中島　篤司 6 中島　篤司 6 中島　篤司 6 中島　篤司 6 　 6 中島　篤司 6 中島　篤司 6 -
7 中村　美勝 7 中村　美勝 7 中村　美勝 7 中村　美勝 7 中村　美勝 7 中村　美勝 7 中村　美勝 7 -
8 - 8 - 8 - 8 - 8 - 8 - 8 - 8 -
9 桜井　清 9 桜井　清 9 桜井　清 9 桜井　清 9 桜井　清 9 桜井　清 9 桜井　清 9 桜井　清
11 長坂　博 11 長坂　博 11 長坂　博 11 倉内　邦雄 11 倉内　邦雄 11 倉内　邦雄 11 倉内　邦雄 11 倉内　邦雄
12 広瀬　光明 12 広瀬　光明 12 広瀬　光明 12 広瀬　光明 12 広瀬　光明 12 広瀬　光明 12 広瀬　光明 12 広瀬　光明
13 林　　征憲 13 林　　征憲 13 林　　征憲 13 林　　征憲 13 林　　征憲 13 林　　征憲 13 林　　征憲 13 林　　征憲
14 木村　次男 14 木村　次男 14 木村　次男 14 木村　次男 14 木村　次男 14 村田　博 14 村田　博 14 村田　博
15 - 15 - 15 - 15 - 15 - 15 井上　修 15 井上　修 15 井上　修
16 梅津　清 16 梅津　清 16 - 16 清水　清一 16 清水　清一 16 清水　清一 16 稲垣　博正 16 稲垣　博正
17 奥野　忠秀 17 奥野　忠秀 17 奥野　忠秀 17 奥野　忠秀 17 谷内　孝夫 17 谷内　孝夫 17 谷内　孝夫 17 谷内　孝夫
18 - 18 - 18 - 18 - 18 工藤　　充 18 工藤　　充 18 工藤　　充 18 工藤　　充
19 佐藤　任弘 19 佐藤　任弘 19 佐藤　任弘 19 佐藤　任弘 19 佐藤　任弘 19 佐藤　任弘 19 佐藤　任弘 19 佐藤　任弘
20 村田　　満 20 村田　　満 20 - 20 - 20 - 20 丹羽　道夫 20 丹羽　道夫 20 丹羽　道夫
21 秦　　幸男 21 秦　　幸男 21 秦　　幸男 21 秦　　幸男 21 秦　　幸男 21 秦　　幸男 21 秦　　幸男 21 秦　　幸男
22 野村　次郎 22 野村　次郎 22 野村　次郎 22 野村　次郎 22 野村　次郎 22 野村　次郎 22 遠山　孝七 22 遠山　孝七
23 石川  一雄 23 石川  一雄 23 石川  一雄 23 石川  一雄 23 石川  一雄 23 石川  一雄 23 石川  一雄 23 石川  一雄
24 塩見　哲 24 塩見　哲 24 塩見　哲 24 塩見　哲 24 塩見　哲 24 塩見　哲 24 塩見　哲 24 塩見　哲
25 川崎　相治 25 川崎　相治 25 - 25 岡本　邦夫 25 岡本　邦夫 25 岡本　邦夫 25 岡本　邦夫 25 岡本　邦夫
26 高杉　勉 26 高杉　勉 26 近藤　　豊 26 近藤　　豊 26 近藤　　豊 26 長谷川賢太郎 26 横山　福松 26 横山　福松
27 鈴木良和 27 鈴木良和 27 鈴木良和 27 鈴木良和 27 鈴木　良和 27 鈴木　良和 27 鈴木　良和 27 鈴木　良和
28 宮川　友雄 28 - 28 山崎　昭司 28 - 28 町田　一海 28 町田　一海 28 - 28 -
29 森田　功 29 森田　功 29 森田　功 29 森田　功 29 森田　功 29 森田　功 29 森田　功 29 森田　功
31 田中　秀一 31 田中　秀一 31 田中　秀一 31 田中　秀一 31 田中　秀一 31 田中　秀一 31 田中　秀一 31 田中　秀一
32 瀬戸　健次 32 瀬戸　健次 32 瀬戸　健次 32 瀬戸　健次 32 瀬戸　健次 32 瀬戸　健次 32 瀬戸　健次 32 瀬戸　健次
33 黒木　勇 33 黒木　勇 33 黒木　勇 33 黒木　勇 33 黒木　勇 33 黒木　勇 33 黒木　勇 33 黒木　勇
34 田中　泰弘 34 田中　泰弘 34 田中　泰弘 34 田中　泰弘 34 田中　泰弘 34 田中　泰弘 34 田中　泰弘 34 田中　泰弘
35 川合　義弘 35 川合　義弘 35 川合　義弘 35 川合　義弘 35 - 35 磯野  寿昭 35 磯野  寿昭 35 磯野  寿昭
36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　
37 川上　信雄 37 川上　信雄 37 川上　信雄 37 川上　信雄 37 川上　信雄 37 長副　国義 37 長副　国義 37 長副　国義
38 本多　照彦 38 本多　照彦 38 本多　照彦 38 本多　照彦 38 本多　照彦 38 金子　宏 38 金子　宏 38 金子　宏
39 - 39 - 39 - 39 - 39 - 39 小原　正義 39 小原　正義 39 小原　正義
40 - 40 - 40 - 40 - 40 - 40 - 40 本田　　勉 40 -
41 - 41 - 41 - 41 佐藤　勝三 41 佐藤　勝三 41 佐藤　勝三 41 - 41 -
42 - 42 - 42 - 42 - 42 - 42 - 42 - 42 -
43 高山　基次 43 高山　基次 43 高山　基次 43 高山　基次 43 高山　基次 43 大塚　忠 43 大塚　忠 43 大塚　忠
44 小野塚　保 44 小野塚　保 44 小野塚　保 44 小野塚　保 44 小野塚　保 44 小野塚　保 44 小野塚　保 44 小野塚　保
45 - 45 服部　秀男 45 春木　義紀 45 春木　義紀 45 春木　義紀 45 春木　義紀 45 - 45 -
46 - 46 - 46 - 46 - 46 - 46 - 46 - 46 -
47 児玉　　啓 47 児玉　　啓 47 児玉　　啓 47 児玉　　啓 47 児玉　　啓 47 木村　次男 47 木村　次男 47 木村　次男
63 - 63 - 63 - 63 - 63 - 63 神山　　利 63 神山　　利 63 神山　　利
74 岡部　敏彦 74 岡部　敏彦 74 岡部　敏彦 74 岡部　敏彦 74 岡部　敏彦 74 岡部　敏彦 74 岡部　敏彦 74 岡部　敏彦
75 - 75 - 75 - 75 - 75 - 75 本多　照彦 75 本多　照彦 75 本多　照彦

平成１8年　秋季 平成１9年　春季 平成１9年　秋季 平成20年　春季 平成20年　秋季 平成21年　春季 平成21年　秋季平成１8年　春季



 

（６）－４ 平成２２年～平成２３年 

                             

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背番号 氏　　名 背番号 氏　　名 背番号 氏　　名

30 竹島　賢二 30 竹島　賢二 30 竹島　賢二

10 佐藤　任弘 10 佐藤　任弘 10 藤枝　栄八
0 増尾　和行 0 増尾　和行 0 増尾　和行
1 谷口　裕 1 谷口　裕 1 谷口　裕
2 鐘江　健一郎 2 鐘江　健一郎 2 鐘江　健一郎
3 名取　朝男 3 名取　朝男 3 名取　朝男
4 赤木　盛一 4 赤木　盛一 4 赤木　盛一
5 藤枝　栄八 5 藤枝　栄八 5 佐藤　任弘
6 - 6 - 6 -
7 - 7 - 7 -
8 棟平　久雄 8 棟平　久雄 8 棟平　久雄
9 桜井　清 9 桜井　清 9 桜井　清
11 倉内　邦雄 11 倉内　邦雄 11 倉内　邦雄
12 広瀬　光明 12 - 12 -
13 林　　征憲 13 林　　征憲 13 林　　征憲
14 村田　博 14 村田　博 14 村田　博
15 井上　修 15 井上　修 15 井上　修
16 稲垣　博正 16 稲垣　博正 16 稲垣　博正
17 谷内　孝夫 17 谷内　孝夫 17 -
18 工藤　　充 18 工藤　　充 18 -
19 - 19 - 19 -
20 丹羽　道夫 20 丹羽　道夫 20 林　　巌
21 秦　　幸男 21 秦　　幸男 21 秦　　幸男
22 遠山　孝七 22 - 22 斉藤　正志
23 石川  一雄 23 石川  一雄 23 石川  一雄
24 塩見　哲 24 塩見　哲 24 塩見　哲
25 岡本　邦夫 25 岡本　邦夫 25 岡本　邦夫
26 横山　福松 26 横山　福松 26 横山　福松
27 鈴木　良和 27 鈴木　良和 27 鈴木　良和
28 佐藤　喜良 28 - 28 丹羽　道夫
29 森田　功 29 森田　功 29 森田　功
31 田中　秀一 31 田中　秀一 31 田中　秀一
32 瀬戸　健次 32 瀬戸　健次 32 -
33 黒木　勇 33 黒木　勇 33 黒木　勇
34 田中　泰弘 34 田中　泰弘 34 田中　泰弘
35 磯野  寿昭 35 磯野  寿昭 35 磯野  寿昭
36 藤井　勲　 36 藤井　勲　 36 藤井　勲　
37 長副　国義 37 長副　国義 37 -
38 金子　宏 38 金子　宏 38 金子　宏
39 小原　正義 39 小原　正義 39 小原　正義
40 本田　勉 40 本田　勉 40 本田　勉
41 谷沢　孝雄 41 谷沢　孝雄 41 谷沢　孝雄
42 - 42 - 42 -
43 大塚　忠 43 - 43 木村　次男
44 小野塚　保 44 - 44 小野塚　保
45 - 45 - 45 工藤　充
46 - 46 - 46 -
47 木村　次男 47 - 47 -
63 - 63 - 63 -
74 岡部　敏彦 74 - 74 -
75 本多　照彦 75 本多　照彦 75 本多　照彦

平成23年　春季平成22年　春季 平成22年　秋季 　歴代役員

１．代表：田中秀一（平成９年～１９年）、本多照彦（平成２０年～現在）

２．理事：田中秀一（平成９年～１６年）、本多照彦（平成１７年～現在）

３．監督：本多照彦（平成９年～１４年）、竹島賢二（平成１５年～現在）

４．主将：竹島賢二（平成９年～１４年）、児玉啓（平成１５年～１６年）

　　　　　木村次男（平成１７年）、棟平久雄（平成１８年～２１年前半）　　　　

　　　　　藤枝栄八（平成２１年後半）、佐藤任弘（平成２２年）

       　　藤枝栄八（平成２３年）



７．主たる練習グラウンド 

 

  小金井グラウンド 

   所在地：東京都小金井市関野町１－１３－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柳泉園グラウンド 

   所在地：東京都東久留米市下里 4-3-10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都職グラウンド 

   所在地：東京都清瀬市竹丘 3－10－5 

野球場（Ａ面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．試合風景 

 

   K リーグ 

秦投手の一投                  赤木選手の快打！！ 

 

 

 

 

 

 

     佐藤選手の豪快な一撃                村田投手の一球入魂 

 

 

 

 

 

 

 

      谷口選手の痛打                   横山選手左中間のヒット 

 

 

 

 

 

 

    稲垣選手                    工藤選手のインコース打ち！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

P リーグ 

桜井投手のしなやかな投球フォーム         黒木選手のホームイン！！ 

 

 

 

 

 

 

  長嶋張り！！華麗なフォーム磯野選手        右中間の流し打ち 

 

 

 

 

 

 

   名取選手のナイスミート             黒木選手の左中間のナイスヒット 

 

 

 

 

 

 

   丹羽選手の左中間！！               金子選手の左中間！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９．オフ・シーズンの過ごし方 

 

               七尾丘陵百草台自然公園の１５０階段で足腰を鍛える！！ 

 

大宮神社石段（１００段）登にトライ中！！ 

 

 

 

 

 

 

一汗かいたネ 

 

 

七尾丘陵百草園で小休止 

 

 

 

 

 

汗かいた後の一杯、美味しいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狭山丘陵での自主トレ！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０．小平静和クラブ関係記事 

 

   １０－１ 

（小平市報掲載記事複写） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １０－２                       （東興通信掲載記事複写） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

   １０－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

          （資料は、平成１８年東関連 悠球７、８号から転記したものです） 

 

 

 

 

 

 



１１．小平静和クラブ会則・東還連憲章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 



 

小平静和クラブの創設時から今日までの１５年の歩みをまとめた、「創設１５周

年記念史」が本多代表・竹島監督及び多くの関係者の皆さまの協力のもと、ここ

に発刊の運びとなりました。 

ご協力頂きました皆様には心より御礼申し上げます。 

還暦軟式野球連盟には全国で４５５チーム、１３，０００名が登録されてお

り、年々拡大傾向にあるばかりでなく、７０歳以上の古希、スーパー古希の大会

参加チームも増え続けています。 

還暦を迎えても心身ともに元気で、何時までも野球が出来る喜びを感じ、益々

己を鍛錬し、怪我せず、元気で現役を続けたいものです。 

小平静和クラブが今後益々発展していくことを祈念します。 

 

 

編集委員長      名取朝男 

編集委員       森田 功  丹羽道夫 

編集アドバイザー   鐘江健一郎 

編集技術アドバイザー 村田 博 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     共立商事事務所にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年１０月発刊 

資料 

 



（表紙裏） 

 

写真やイラスト 

球団旗でも結構 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


